
『源氏物語』の魅力を発信！！
高校生が考える「古典に親しむには？」

学校での課題探究から、地域社会と連携した活動へ発展させ、取り組む

8月号
第三回古典の日文化基金〔未来賞〕受賞

京都府立嵯峨野高等学校 京・平安文化論ラボ

京・平安文化論ラボの挑戦～その後～

〔受賞理由 〕

嵯峨野高等学校では、アカデミックラボという生徒それぞれが興味・関心のあるラボに所属し、テーマ
設定から実施計画までフィールドワークも含めた研究活動に主体的に取り組んでいる。「京・平安文化
論ラボ」では、世界を代表する日本古典『源氏物語』にフォーカスし、市民や外国人観光客も気軽に参
加できる「ちゅう源氏と巡る源氏物語京都スタンプラリー」を企画・運営し、他にも京都の地元企業の

協力を得てお菓子等の開発を手掛ける等、「地域社会」に溶け込んだ古典文化活動を積極的に続けてい
る。

みなさん、こんにちは！
私たち京・平安文化論ラボ
が、古典の日絵巻の８月号を
担当いたします。

京・平安文化論ラボは、京都府立嵯峨野高校のアカデミックラボ（「総合的な探究の時間」）の探究
活動です。数学や理科、法学など12の分野があります。その中の１つが京・平安文化論ラボです。平安

時代の文化や古典文学を研究するとともに、その魅力を現代に発信する探究活動を行っています。地域
や企業、寺社などと連携しながら、社会に向けて古典の魅力を発信しています。古典の日絵巻第十四巻
古典の魅力を伝え隊！～高校生が読む古典の世界～を１年間担当しました。そちらも合わせてご覧いた
だけるとうれしいです。
具体的な活動内容としては、次のようなものがあります。
まず、『源氏物語』や『枕草子』などの平安文学の研究です。平安時代の文化や価値観等を調査・考
察します。
また、「古典離れ」という社会的課題に対して、高校生ならではの視点で解決策を考えます。例えば、
「ちゅう源氏と巡る源氏物語京都スタンプラリー」の企画・運営です。古典の日フォーラムをはじめと
して、『源氏物語』ゆかりの京都市内の寺社など１２か所を巡るスタンプラリーを企画しています。今
年で９年目になります。外国人向けの英語版のホームページも制作しています。今年も１０月３１日
（土）１１月１日（日）、７日（土）、８日（日）の４日間行います。皆さん、ぜひご参加ください！
今回は、生徒の探究活動の１つをご紹介します。昨年度の生徒たちのものです。『源氏物語』や『枕
草子』には、髪の長さや艶、香りを褒める描写が見られます。当時の人々は洗髪の頻度が現代ほど高く
なく、整髪料も現在とは異なります。米のとぎ汁や植物由来の油を使った手入れ、櫛で丁寧に梳く習慣
などがありましたが、「平安時代の髪は、現代の衛生観念や美容基準では必ずしも「美しい」とは言え
ないのではないか」そう思ったのがきっかけで、「平安貴族の髪は本当に美しかったのか」というテー
マで探究することにしました。普段は国語科教員２名が探究をサポートしていますが、理科教員とも連
携を図りながら教科を横断して探究を行いました。



平安貴族の髪は本当に美しかったのか～牛脂×米のとぎ汁で徹底検証～

美人の条件とは？

平安時代の美人の条件はなんだと思いますか？

平安時代の女性にとっての美人の条件には、白い肌、小さく低い鼻、細長く切れ長な目、美しい
髪などが挙げられます。その中でも、特に重視されていたのが身長よりも長い艶やかな黒髪でした。

そこで私たちの研究では、平安時代の女性貴族が美しい髪を保つために、どのような髪の手入れ
を行っていたのかに着目し、平安時代の文献をもとに調査を行いました。

美しい髪を手に入れるために

まずはじめに、平安時代では、シャンプーの代わりに泔（ゆする）というお米のとぎ汁やおこわ
を蒸した後のお湯を使って髪の毛を整えていました。泔に浸した櫛で髪をといたり、泔を染み込ま
せた布で髪を擦ったり叩いたりして髪を洗い、火鉢の火で炙ったり侍女たちにあおいでもらって乾
かしていました。当時、洗髪は数ヶ月に一回、一日がかりで行われていました。

『うつほ物語』には、女性が洗髪を行なっている間に、「寿命が短い人は死んでしまうだろう」
と洗髪にかかる時間について言及されています。
また、『枕草子』には、頭を洗うことはドキドキする、とつづられています。

このことから、平安時代では、洗髪は手間の多くかかる大変なことでしたが、女性貴族にとって
楽しみなものでもあったことがわかります。

次に泔の効果についての先行研究です。クラシエホームプロダクツ株式会社ビューティケア研究
所による論文「米のとぎ汁のヘアケア効果」から、泔の抽出成分には、摩擦軽減、弾性、ツヤ付与
などのヘアケア効果があることがわかりました。この実験では平安時代の洗髪方法と異なる実験方
法が用いられていました。そこで私たちは、平安時代の洗髪方法を再現し、泔の洗浄効果を検証す
るため実験を行いました。

実験で検証！平安時代の女性の美しさ

①実験
実験方法についてです。黒髪の人毛を5種類(A、B、C、D、E)用意しました。
・Aは無処理のサンプル
・BからEの髪の表面に皮脂の代わりとして牛脂を塗りました。
・Bは、40℃のお湯で1分間揉み洗いをしました。
・Cは、泔を髪の表面に垂らし、櫛でときました。
・Dは泔で1分間揉み洗いをし、40℃のお湯で洗い流しました。
・Eは、シャンプーで洗髪しました。その後、BーEの髪を櫛でとき、自然乾燥させました。
これらの工程を3日に1度、一ヶ月半行いました。
そして、実験した髪を油分残量感の少なさ、匂いの少なさ、指通りの良さ、まとまりの良さ、
サンプルにしたAにどれくらい近いかの自然さの5項目を、それぞれ5点満点で評価し、合計25点
満点で総合評価を行いました。

◆結果です。
Bのお湯で洗った髪は油分が残っていて、自然な状態ではありませんでした。
Cの泔を塗った髪は5種類の中で1番油分が残っていて、自然な状態とはかけ離れていました。しかし、髪は
まとまっていて、艶が見られました。
Dの泔で洗った髪は油分が洗い流されていて、臭いも少なく、比較的自然な状態でした。
また合計点数では値が大きい順にA、Eが23点、Dが19点、Bが14点、Cが11点となりました。次に顕微鏡で
観察をして、C、Dには髪に油分が残っていたので、埃などの汚れの付着がありましたが、A、B、Eでは汚れ
の付着が見られませんでした。



②考察

この実験結果から、米のとぎ汁には軽い汚れや余分な皮脂を取り除く効果があるものの、
シャンプーに比べて洗浄力は弱いことが分かりました。一方で、米ぬか成分による保湿効果や
抗酸化作用によって、髪を艶やかにまとまりよく保つことができました。これらのことから、
洗髪や入浴の頻度が現代にくらべて低い平安時代において、強い洗浄力よりも、最低限の清潔
さや、表面的な髪の美しさが重視されていたと考えられます。そのため、長く艶やかな黒髪が
理想的なものとされていた平安時代の女性にとって、米のとぎ汁をヘアケアに使用するのは、
当時の生活習慣や美的感覚に適したものであったといえます。
したがって、平安貴族の髪は当時の価値観に基づいて本当に美しかったと結論づけられます。

➂展望
今後の課題は大きく分けて3つあります。1つ目は皮脂の代わりに牛脂を使用したため、実際

の頭皮を完全に再現できていないという点です。今後はより皮脂に近い成分や、実際の髪での
実験を行っていきたいです。2つ目は洗髪後に髪の毛を自然乾燥させたため、文献通りの乾燥

の方法を再現できていないという点です。今後は出来る限り文献通りの乾燥の方法で実験を
行っていきたいです。また、洗髪後に香を焚いて香りをつけていたという描写が多く見られる
ため、香を用いた実験も行っていきたいです。3つ目は実験結果の客観性に欠けることです。

個人の感覚をもとに評価したため、人によって評価が少し異なってしまいます。より正確な評
価をするため、今後は多くの人の客観的評価を募ったり、機器を用いたりして具体的なデータ
を実験の評価材料としたいです。



皆様へのメッセージ ～今年度ラボ生より～

私は幼い頃から家族で百人一首をしていた事がきっかけで和歌に込められ
た想いや同じ時代の物語についてもっと知りたいと思い、このラボに入りま
した。ラボでは、『源氏物語』と作品に登場する花を結びつけることで、平安
文学の魅力をより多くの人に楽しんでもらえるような探究をしたいと考えて
います。『源氏物語』には、一人ひとり魅力的な個性があり人生のロールモ
デルにしたくなるような生き方をしている女性が多く登場します。そのような
登場人物たちの魅力や、『源氏物語』の奥深さを、一人でも多くの人に伝え
られたらうれしいです。

吉川莉子

みなさんは古典が好きですか？私は、平安時代の日本らしさがあふれる文
化が好きで、このラボに入りました。去年、ボランティアとして源氏物語のス
タンプラリーにも参加しました。その際、外国人の方も楽しんで参加されて
いるのを見て、もっとたくさんの人に古典の面白さを伝えたいと感じました。
今年も、スタンプラリーを実施しますが、「古典は難しい」というイメージから
古典離れが進む若い人を中心に、一人でも多くの人に古典の魅力を伝えて
いきたいです。

大西琴楓

皆さんは「古典」と聞いて、何を思い浮かべますか。昔の書物や学校で学ぶ
教材を思い浮かべる人も多いでしょう。また、「難しそう」と感じる人もいるか
もしれません。しかし、古典には現代にはない独特の文化や、当時の人々
の日常生活を知る手がかりが数多く残されており、読み進めるほどに新た
な発見がある、とても奥深いものだと感じています。このラボでの活動を通
して古典の楽しさや魅力を学び、その面白さを皆さんにも発信していきたい
と思います。

北浦希実

私は古典に苦手意識があります。それでも先輩の活動を知って、こんなに
楽しく平安時代の文化を学ぶことができるのかと興味を持ちました。さらに、
スタンプラリーや和菓子、NAKED様とのコラボ企画などで日本人だけでな

く、海外の人など、普段関わらないような人にもその魅力を広めているとこ
ろを見て、とても憧れを持ち、入ることを決めました。これから自分がやって
みたいことや、このラボでしかできないことを、失敗を恐れずに行動し、たく
さんの関わりの中で古典についての学びを深め、たくさんの人に魅力を伝
えられる活動をしていきたいです。

黒澤瑠香

◆京都府立嵯峨野高等学校「京・平安文化論ラボ」の活動は、各SNSで更新中◆
Instagram ： https://www.instagram.com/kyo_heian_labo/
X（旧Twitter) : https://x.com/kyo_heian_labo

平安貴族の髪は本当に美しかったのか？という疑問に対し、実験を重ねて結論を導き出しまし
た。地道に古典に向き合って、千年前の文化や人の心を探ろうとしています。
これからの活動にも注目していただけるとうれしいです。

実験の様子
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